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1111.... 概要概要概要概要    
Status API とは、Epson の TM プリンターのステータス監視 API です。Linux BA-T500II カスタム用の Status 

API は APD4 Status API のサブセットになります。本書は APD4 Status API からの差分について説明してい

ます。 

1111....1111.... BABABABA----T500II CustomT500II CustomT500II CustomT500II Custom からからからから得得得得られるられるられるられる情報情報情報情報    

1111....1111....1111.... ASBASBASBASB ステータスステータスステータスステータス    
印刷完了 / オフライン / 用紙切れ / カバーオープン / 電源オフ / エラー発生など、印刷

アプリケーションに必要な情報です。これはプリンターから Status API に自動的に送信さ

れます。 

1111....1111....2222.... インクインクインクインク ASB ASB ASB ASB ステータスステータスステータスステータス    
サポートしていません。 

1111....1111....3333.... メンテナンスカウンターメンテナンスカウンターメンテナンスカウンターメンテナンスカウンター    
サポートしていません。 

1111....2222.... 開発言語開発言語開発言語開発言語    
gcc 4.3.3 が必要です。 

g++ 4.3.3 が必要です。 

.NET はサポートしていません。 

 

2222.... Status AStatus AStatus AStatus APIPIPIPI のののの使使使使いいいい方方方方    

2222....1111.... インストールインストールインストールインストールととととアンインストールアンインストールアンインストールアンインストール    
Status API はルート権限を持つユーザーがターミナル上でインストール／アンインストールしま

す。以下にインストールとアンインストールのコマンドを示します。 

2222....1111....1111.... インストールインストールインストールインストール    
$ dpkg –i epson-stmapi-<version>.<architecture>.deb 

2222....1111....2222.... アンインストールアンインストールアンインストールアンインストール    
$ dpkg –r epson-stmapi 



3   Rev. B 

2222....2222.... Status API Status API Status API Status API のののの種類種類種類種類    

2222....2222....1111.... Status APIStatus APIStatus APIStatus API のののの開始開始開始開始／／／／終了終了終了終了    
APD4 と同じです。 

2222....2222....2222.... ASBASBASBASB ステータスステータスステータスステータスのののの取得取得取得取得    
以下の関数はサポートしていません。 

a. BiSetStatusBackFunction 

b. BiSetStatusBackFunctionEx 

c. BiSetStatusBackWnd 

 

新しい関数 BiSetStatusBackFunctionEx2 が利用できます。 

いくつかの ASB (例. ASB_SPOOLER_IS_STOPPED) は送信されません。 

2222....2222....3333.... メンテナンスカウンターメンテナンスカウンターメンテナンスカウンターメンテナンスカウンターのののの取得取得取得取得ととととリセットリセットリセットリセット    
サポートしていません。 

2222....2222....4444.... プリンタープリンタープリンタープリンター情報情報情報情報のののの取得取得取得取得    
サポートしていません。 

2222....2222....5555.... ドロアードロアードロアードロアーのののの制御制御制御制御    
APD4 と同じです。 

2222....2222....6666.... 復帰可能復帰可能復帰可能復帰可能エラーエラーエラーエラーからのからのからのからの復帰復帰復帰復帰    
サポートしていません。 

2222....2222....7777.... プリンタープリンタープリンタープリンターののののリセットリセットリセットリセット    
APD4 と同じです。 

2222....2222....8888.... 電源電源電源電源オフオフオフオフのののの前処理前処理前処理前処理    
サポートしていません。 

2222....2222....9999.... コマンドコマンドコマンドコマンド定義定義定義定義ファイルファイルファイルファイル    
サポートしていません。 

2222....2222....10101010.... ESC/POSESC/POSESC/POSESC/POS コマンドコマンドコマンドコマンドのののの送信送信送信送信    
BiDirectIO 関数はサポートしていません。 

3333.... MICR/ScannerMICR/ScannerMICR/ScannerMICR/Scanner のののの使用使用使用使用    
MICR と Scanner はサポートしていません。 
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4444.... APD4 APD4 APD4 APD4 リファレンスリファレンスリファレンスリファレンス    
Linux 上でサポートしている Status API を示します。 

4444....1111.... BiOpenMonPrinterBiOpenMonPrinterBiOpenMonPrinterBiOpenMonPrinter    
APD4 と同じです。 

4444....2222.... BiCloseMonPrinterBiCloseMonPrinterBiCloseMonPrinterBiCloseMonPrinter    
APD4 と同じです。 

4444....3333.... BiLockPrinterBiLockPrinterBiLockPrinterBiLockPrinter    
APD4 と同じです。 

4444....4444.... BiUnlockPrinterBiUnlockPrinterBiUnlockPrinterBiUnlockPrinter    
APD4 と同じです。 

4444....5555.... BiGetStatusBiGetStatusBiGetStatusBiGetStatus    
APD4 と同じです。 

4444....6666.... BiSetStatusBackFunctionEx2BiSetStatusBackFunctionEx2BiSetStatusBackFunctionEx2BiSetStatusBackFunctionEx2    
新しいパラメータを持つことを除き、BiSetStatusBackFunctionEx と同じ動作です。 

 

構文構文構文構文    

BiSetStatusBackFunctionEx2(int nHandle, 

int (CALLBACK *pStatusCB)(DWORD dwStatus, LPVOID 

lpParam), 

LPVOID lpParam) 

 

引数引数引数引数    

nHandle: ハンドルを指定します。INT 型です。 

int (CALLBACK *pStatusCB)(DWORD dwStatus, LPVOID lpParam): 

コールバック関数のアドレスをセットします。 

dwStatus:  Status API が保持している ASB ステータスが返されます。ASB ステータ

スは、4 バイトで構成されています。DWORD 型です。 

lpParam:  コールバック関数内で使用されるユーザーがセットしたプリンターを扱うた

めの値です。LPVOID 型です。 

 

4444....7777.... BiCancelStatusBackBiCancelStatusBackBiCancelStatusBackBiCancelStatusBack    
APD4 と同じ動作です。 

BiSetStatusBackFunctionEx2 によりセットした関数をキャンセルします。. 

4444....8888.... BiResetPrinterBiResetPrinterBiResetPrinterBiResetPrinter    
APD4 と同じです。 
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4444....9999.... BiDirectIOExBiDirectIOExBiDirectIOExBiDirectIOEx    
APD4 と同じです。 

4444....10101010.... BiBiBiBiOpenDrawerOpenDrawerOpenDrawerOpenDrawer    
APD4 と同じです。 

  

5555.... ログファイルログファイルログファイルログファイルのののの出力出力出力出力    
.NET はサポートしていません。 

ログファイルの名前は epuras.log です。初期状態では/var/epson/epuras に保存されます。 

5555....1111.... ログファイルログファイルログファイルログファイルのののの設定設定設定設定    
設定用のツールは提供していません。 

  


